（２）　成人の体位との比較
成人と児童・生徒
　発育が早くなり、小・中学校の生徒は毎年平均が大きくなりつつあるが、何才ごろで成人の体位に達するで

の体位の比較
あろうか、下の図は生徒と成人の体位を比較したもので、昭和４７年分の国民栄養調査の各年代の体位の全国平均値である。


　この表によれば身長は男子が１４才（中３）で４０代に肉迫し、１５才（高１）で３０代を追抜く。そして１６才になれば２０代を若干追抜いて成人の最高位に達している。一方女になれば１２才（中１）で５０代に肉迫し、１３才で４０代を抜く。１４才（中３）では２０代とほぼ同じになって、それ以後はほとんど伸びず、男子に対して女子の早熟性がはっきりあらわれている。

　体重については男子の場合中学生は成人に及ばないことははっきりしていて、１７才（高３）になって成人の体重に近づいている。また女子についても体重は高校生まで増え続け、おおむね成人の体重に匹敵するようになる。


　この状態をグラフに示してみれば次表のとおりである。
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